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 Takashi

は
じ
め
に

延
喜
式
は
全
巻
が
そ
ろ
っ
た
古
写
本
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
せ
い
か
、国
史
大
系（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
三
七
年
）、
神
道
大
系
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
一
・
九
三
年
。

以
下
、
神
道
大
系
本
と
す
る
）
の
刊
行
の
際
に
、
江
戸
時
代
の
版
本
（
享
保
本
）
が

底
本
に
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
先
ほ
ど
完
結
し
た
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』（
集

英
社
、
二
〇
〇
〇
・
〇
七
・
一
七
年
。
以
下
、
集
英
社
本
と
す
る
）
で
は
比
較
的
善

本
と
さ
れ
る
土
御
門
家
旧
蔵
の
江
戸
期
の
写
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
、
田
中

文
庫
旧
蔵
）
が
底
本
に
用
い
ら
れ
た
。

虎
尾
俊
哉
は
神
道
大
系
本
を
校
訂
し
た
経
験
か
ら
、
近
世
の
写
本
に
つ
い
て
、
す

べ
て
が
巻
一
三
を
欠
く
同
一
祖
本
か
ら
出
た
も
の
で
、
さ
ら
に
巻
二
四
を
有
す
る
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
ら
れ
る
と
し
た
（
（
（

。
さ
ら
に
近
年
で
は
小
倉
慈
司
が
虎

尾
の
研
究
を
踏
ま
え
、
近
世
の
写
本
間
の
関
係
を
検
討
し
た
（
（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
版
本

は
、
下
條
正
男
、
早
川
万
年
、
大
日
方
克
己
（
（
（

に
よ
り
版
本
に
収
め
ら
れ
た
跋
等
や
校

訂
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
版
本
に
書
き
込
ま
れ
た
諸
本
の
情
報

に
つ
い
て
の
検
討
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸

本
の
字
句
や
体
裁
の
差
異
等
の
書
き
込
み
か
ら
、
校
訂
に
用
い
た
諸
本
の
特
徴
の
一

端
を
う
か
が
う
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
諸
本
に
よ
る
書
き
込
み

が
多
く
見
ら
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
の
勢
多
家
旧
蔵
本
（
函
架
番
号

一
七
二
︱
一
二
三
）
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
本
に
見
え
る
書
き
込
み
か
ら
ど

う
い
っ
た
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一
勢
多
家
旧
蔵
図
書
に
つ
い
て

勢
多
家
は
法
家
中
原
氏
の
一
流
で
、
江
戸
時
代
に
は
博
士
や
大
判
事
を
歴
任
し
た

家
で
あ
り
、
治
勝
（
一
六
二
五
～
七
九
）
が
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
明
法
博
士

に
任
じ
ら
れ
て
以
降
、
章
甫
（
一
八
三
〇
～
九
四
）
に
至
る
ま
で
歴
代
そ
の
職
を
得

て
い
る
（
（
（

。
章
甫
が
自
筆
履
歴
書
（「
嘉
永
年
中
行
事
考
証
」
坤
（
宮
内
庁
書
陵
部
図

書
寮
文
庫
蔵
、函
架
番
号
一
七
三
︱
一
二
八
））
の
冒
頭
に
「
旧
検
非
違
使
幷
執
次
役
」

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
勢
多
家
の
当
主
は
代
々
検
非
違
使
と
執
次
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
。
江
戸
時
代
の
検
非
違
使
の
職
掌
は
、
下
橋
敬
長
（
一
八
四
五
～
一
九
二
四
）
に
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よ
れ
ば
、
正
月
七
日
北
陣
（
罪
人
赦
免
の
儀
式
）、
四
月
の
賀
茂
祭
で
路
次
警
備
の

為
に
行
列
に
加
わ
っ
て
社
頭
へ
の
参
向
、
改
元
定
の
翌
日
に
罪
人
の
赦
免
の
宣
告
等

に
従
事
す
る
程
度
で
あ
る
と
し
、
勢
多
家
と
町
口
家
が
大
判
事
・
明
法
博
士
を
隔
代

に
務
め
た
と
す
る
（
（
（

。
一
方
、
執
次
は
口
向
役
人
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
口
向
と
は
生
計

の
意
で
、
口
向
役
人
は
食
品
の
買
入
れ
・
調
理
か
ら
、
広
く
住
居
の
掃
除
・
営
繕
、

日
用
諸
用
度
・
会
計
ま
で
の
職
務
を
担
当
し
た
。
筆
頭
は
御
附
武
家
で
徳
川
幕
府
か

ら
派
遣
さ
れ
、
そ
の
下
で
執
次
が
「
御
内
儀
諸
般
ノ
事
務
ヲ
総
轄
シ
、
侍
分
以
下
ノ

進
退
黜
陟
ノ
事
ヲ
処
理
ス
」（
松
浦
重
剛
「
侍
分
職
務
概
要
」）
る
（
（
（

。
下
橋
に
よ
れ
ば
、

勢
多
以
下
十
二
家
が
執
次
を
務
め
る
。
こ
の
役
は
女
官
の
執
次
で
あ
り
、長
橋
局（
勾

当
内
侍
）
の
支
配
を
受
け
、
ほ
と
ん
ど
家
来
同
様
の
取
り
扱
い
で
あ
る
が
、
御
附
武

家
の
代
理
を
す
る
た
め
、
御
内
儀
で
は
相
当
な
勢
力
が
あ
っ
た
と
す
る
（
（
（

。

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
で
蔵
さ
れ
て
い
る
勢
多
家
関
係
図
書
の
な
か
で
、
奥

書
等
に
自
筆
署
名
等
が
見
ら
れ
る
勢
多
家
当
主
の
な
か
で
一
番
古
い
人
物
は
治
勝
で

あ
り
、
彼
は
「
勢
多
旧
記
」（
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
）
に
そ
れ
ま
で
の
勢
多

家
の
歴
史
や
職
掌
を
書
き
遺
し
て
い
る
（
（
（

。

勢
多
家
に
ど
の
程
度
の
蔵
書
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書

寮
文
庫
・
同
宮
内
公
文
書
館
の
同
家
の
関
係
図
書
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に

宮
内
省
式
部
職
か
ら
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
た
本
（
以
下
、
式
部
職
移
管
本
と
す
る
（
（
（

）、

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
図
書
寮
が
章
甫
か
ら
買
い
上
げ
た
本
、
執
次
の
私

的
な
職
掌
日
記
を
主
と
し
た
御
用
雑
記
類
、
章
甫
が
宮
内
省
図
書
寮
に
勤
務
す
る
な

か
で
ま
と
め
た
著
作
類
の
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
（
（1
（

。

式
部
職
移
管
本
は
古
記
録
や
法
制
書
・
儀
式
書
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
歴
代
の

当
主
に
よ
る
校
訂
や
考
証
に
よ
る
書
き
込
み
が
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
一
群
に
本
稿

で
取
り
上
げ
た
延
喜
式
も
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
本
が
式
部
職
よ
り
図

書
寮
に
移
管
さ
れ
た
時
期
は
分
か
る
も
の
の
、
式
部
職
に
い
つ
献
納
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
明
治
十
六
年
十
二
月

二
十
日
に
式
部
寮
（
官
制
改
革
に
よ
り
明
治
十
七
年
に
式
部
職
と
な
る
）
で
作
成
さ

れ
た
リ
ス
ト
に
式
部
職
移
管
本
と
み
ら
れ
る
本
の
一
群
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
（
（1
（

、

式
部
職
移
管
本
の
な
か
の
新
抄
格
勅
符
（
函
架
番
号
一
七
三
―
一
〇
三
）
に
明
治

七
年
十
一
月
二
十
四
日
の
日
付
を
持
つ
章
甫
の
奥
書
が
見
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

に
よ
り
式
部
職
移
管
本
は
少
な
く
と
も
明
治
七
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
同
十
六
年

十
二
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
式
部
寮
に
入
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
が
式
部
寮
に
献
納
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
当
時
式
部
寮
が
儀
式
や
制
度
の

整
備
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
（
（1
（

。
ま
た
式
部
職
移
管
本
に
捺
し
て
あ
る

勢
多
家
の
蔵
書
印
の
ほ
と
ん
ど
が
朱
筆
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
延
喜
式
に
関
し
て

も
同
様
に
朱
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
（
図
版
3
―­

1
）。

二
勢
多
家
旧
蔵
延
喜
式
の
書
誌

本
節
で
は
勢
多
家
旧
蔵
延
喜
式
の
書
誌
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
本
書

は
巻
一
よ
り
巻
五
〇
迄
を
備
え
た
も
の
で
、
巻
二
と
巻
三
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
他

は
各
巻
毎
に
一
冊
と
な
っ
て
お
り
、
全
四
九
冊
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
巻
一
、
巻

四
、
巻
六
は
補
写
に
よ
る
写
本
で
あ
る
が
、
他
は
版
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
版
本
の
う

ち
、
巻
五
と
巻
七
以
降
は
、
縹
色
無
地
表
紙
、
五
つ
目
綴
じ
、
法
量
は
縦
二
八
・
〇

糎
×
横
二
〇
・
三
糎
で
、
勢
多
章
純
（
一
七
三
四
～
九
五
）
の
印
で
あ
る
「
家
世
明

法
儒
中
原
氏
図
書
」
が
捺
さ
れ
て
お
り
（
（1
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
「
正
四
位
下
行
左
衛

門
大
尉
兼
大
判
事
明
法
博
士
中
原
治
勝
朝
臣
（
印
）」
と
治
勝
の
署
名
が
見
ら
れ
る

（
図
版
5
―
1
）。
こ
れ
に
対
し
、
巻
二
と
巻
三
は
五
つ
目
袋
綴
じ
で
あ
る
点
は
他
の

冊
と
同
じ
で
あ
る
が
、
刷
毛
目
表
紙
で
あ
り
、「
勢
多
蔵
書
」
の
印
を
持
ち
、
法
量

も
縦
二
七･

〇
糎
×
横
二
〇･

〇
糎
と
大
き
さ
が
異
な
り
、
か
つ
治
勝
の
署
名
が
な

い
。
ま
た
巻
二
と
巻
三
の
本
文
を
他
の
版
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
鈴
鹿
文
庫
本
（
大

和
文
華
館
蔵
）
に
近
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
方
、
補
写
さ
れ
た
冊
に
つ
い
て
は
巻
六
の
奥
書
に
は
、

件
式
一
四
六
合
三
冊
、
嘉
永
甲
寅
之
厄
令
二
焼
失
一
之
間
、
令
二
補
写
校
訂
一
畢
、

安
政
三
年
十
二
月
一
日
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と
あ
り
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
に
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
刷
毛
目
表
紙
、
四
つ
目

綴
じ
、
章
甫
の
印
で
あ
る
「
勢
多
蔵
書
」
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
法
量
は
縦
二
七
・
一 

糎
×
横
一
九
・
九
糎
で
あ
る
。

こ
こ
で
治
勝
の
署
名
に
注
目
し
て
み
る
と
、
治
勝
が
明
法
博
士
を
兼
任
す
る
の
が

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
十
月
十
七
日
、
正
四
位
上
に
叙
さ
れ
る
の
が
同
七
年
五
月

二
日
な
の
で
（
（1
（

、
こ
の
署
名
が
書
か
れ
た
の
は
こ
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時

期
に
本
書
を
入
手
し
た
可
能
性
が
高
い
。

本
書
は
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
下
（
宮
内
庁
書
陵
部
、一
九
五
三
年
）
で
は
「
慶

安
元
版
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
の
林
道
春
（
羅
山
）

（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
の
跋
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
各
時

期
の
版
本
の
特
徴
を
整
理
し
な
が
ら
、
本
書
の
刊
行
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

延
喜
式
の
版
本
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
清
原
（
伏
原
）
賢
忠
（
一
六
〇
二

～
六
六
）
の
跋
を
持
つ
正
保
本
が
巻
一
三
を
欠
く
全
四
九
巻
で
刊
行
さ
れ
た
後
、
巻

一
三
を
補
充
し
、
慶
安
元
年
の
道
春
の
跋
を
加
え
た
慶
安
本
、
次
い
で
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）
の
刊
記
を
持
つ
明
暦
本
、
さ
ら
に
巻
九
・
巻
一
〇
に
校
訂
を
加
え
た
寛

文
本
、
寛
文
本
を
改
訂
し
た
享
保
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
享

保
本
が
流
布
本
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
国
史
大
系
や
神
道
大
系
本
の
底
本
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
松
江
藩
か
ら
刊
行
さ
れ
た
雲
州
本
が
知

ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。
以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
勢
多
家
旧
蔵
本
が
ど
の
段
階
で
刊
行
さ

れ
た
本
に
あ
た
る
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
治
勝
の
署
名
の
時
期
か
ら
、
少
な
く
と

も
寛
文
本
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
。た
だ
本
書
は
寛
文
七
年（
一
六
六
七
）

の
跋
を
収
め
て
は
い
る
も
の
の
、
後
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
寛
文
本
と
も

考
え
に
く
い
。
一
方
、
本
書
は
巻
一
三
が
存
し
て
お
り
、
羅
山
の
跋
を
収
め
て
い
る

の
で
、
巻
一
三
を
欠
き
正
保
四
年
の
清
原
賢
忠
の
跋
の
み
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
正

保
本
と
も
考
え
に
く
い
。
と
な
る
と
慶
安
本
か
明
暦
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
慶
安
本
と
明
暦
本
の
特
徴
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
慶

安
本
は
二
六
冊
か
ら
な
り
、「
正
保
本
に
欠
け
て
い
た
巻
第
十
三
を
新
た
に
刻
し
て

補
充
し
、
一
な
い
し
三
巻
に
収
め
て
刊
行
し
た
も
の
。
正
保
本
に
存
し
た
賢
忠
の
跋

（
た
だ
し
、
そ
の
文
中
、
版
元
た
る
「
森
光
次
沢
田
治
章
」
七
字
を
、
同
字
数
の
「
松

柏
堂
林
氏
時
元
」
に
改
刻
し
、
し
か
も
後
文
で
は
二
ヶ
処
に
わ
た
っ
て
、
こ
れ
と
整

合
し
な
い
「
両
氏
」
の
語
を
残
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
）
と
と
も
に
、
新
た
に
林

羅
山
の
跋
を
付
し
て
」
い
る
。
一
方
、
明
暦
本
は
五
〇
冊
か
ら
な
り
、「「
明
暦
三
丁

酉
仲
秋
吉
旦
」
の
刊
年
を
記
す
刊
記
を
有
し
、
慶
安
本
に
あ
っ
た
賢
忠
・
羅
山
の
跋

を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
て
、
慶
安
本
の
増
刷
の
感
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
こ
う

し
た
特
徴
を
踏
ま
え
て
勢
多
家
旧
蔵
本
（
③
）
を
見
て
み
る
と
、
後
補
さ
れ
た
り
、

合
綴
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
冊
が
あ
る
も
の
の
、
巻
一
三
が
あ
り
、
各
巻
毎
に
一
冊
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
本
来
は
五
〇
巻
そ
ろ
っ
た
五
〇
冊
本
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

跋
に
関
し
て
は
、賢
忠
と
羅
山
の
両
方
を
有
し
て
お
り
、賢
忠
の
跋
に
関
し
て
は
、「
松

柏
堂
林
氏
時
元
」
と
改
刻
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
森
光
次
沢
田
治
章
」
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
跋
は
正
保
本
の
ま
ま
で
、
巻
数
と
冊
数
的
に

は
明
暦
本
と
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
体
裁
の
も
の
と
し

て
、
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
松
岡
家
本
（
②
、
函
架
番
号
四
五
九
―
一
）
が
あ
る
。

こ
の
本
は
巻
五
〇
の
末
尾
に
「
寛
政
二
年
五
月
一
日
松
岡
平
次
郎
辰
方
（
花
押
）」

と
署
名
が
あ
る
が
、旧
蔵
者
の
蔵
書
印
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
の
で
、

松
岡
辰
方
が
古
書
と
し
て
手
に
入
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
寛
政
二
年
と
い
う
年
次
は

刊
行
の
時
期
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
本
に
も
賢
忠
と
羅
山
の

跋
が
あ
り
、
賢
忠
の
跋
は
改
刻
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
賢
忠
の
跋
に
は
勢
多
家

旧
蔵
本
に
見
え
て
い
な
い
「
清
原
」「
賢
忠
」
の
二
つ
の
印
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
同

じ
く
こ
の
印
を
持
つ
本
と
し
て
は
鈴
鹿
文
庫
本
（
①
、
大
和
文
華
館
蔵
）
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
羅
山
の
跋
が
な
い
が
、
巻
一
三
を
持
つ
五
〇
冊
本
で
あ
る
。
そ
し
て
鈴
鹿

文
庫
本
の
巻
五
の
少
な
く
と
も
二
箇
所
が
、
松
岡
家
本
・
勢
多
家
旧
蔵
本
で
は
改
刻

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
本
と
参
考
の
た
め
に
慶
安
本
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と
考
え
ら
れ
て
い
る（（1
（

徳
川
家
宣
（
一
六
六
三
～
一
七
一
二
）
旧
蔵
本
（
④
、
国
立
公

文
書
館
蔵
、
函
架
番
号
特
二
六
―
一
（
（1
（

）
を
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
整
理
し
て

み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
鈴
鹿
文
庫
本　

五
〇
巻
（
五
〇
冊
）

清
原
賢
忠
の
跋
の
み
で
林
羅
山
の
跋
を
持
た
な
い
。
清
原
賢
忠
の
跋
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ま
ま
で
改
刻
は
な
く
、「
清
原
」「
賢
忠
」
の
印
あ
り
。
巻
五
の
改
刻
な
し
。
明
暦

の
刊
記
を
持
た
な
い
。

②
松
岡
家
本　

五
〇
巻
（
五
〇
冊
）

清
原
賢
忠
の
跋
と
林
羅
山
の
跋
を
持
つ
。
清
原
賢
忠
の
跋
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ま
ま
で

改
刻
は
な
く
、「
清
原
」「
賢
忠
」
の
印
あ
り
。
巻
五
の
3
祓
禊
条
「
伊
勢
」
の
下
に

「
斎
」、
17
鎮
野
宮
地
祭
の
「
調
布
一
端
」
の
下
に
「
庸
布
五
段
」
が
改
刻
に
よ
り
補

充
さ
れ
て
い
る
。
明
暦
の
刊
記
を
持
た
な
い
。

③
勢
多
家
旧
蔵
本　

五
〇
巻
（
四
九
冊
）

清
原
賢
忠
の
跋
と
林
羅
山
の
跋
を
持
つ
。
清
原
賢
忠
の
跋
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ま
ま
で

改
刻
は
な
い
。「
清
原
」「
賢
忠
」
の
印
な
し
。
巻
五
の
3
祓
禊
条
「
伊
勢
」
の
下
に 

「
斎
」（
図
版
1
―
1
）、
17
鎮
野
宮
地
祭
の
「
調
布
一
段
」
の
下
に
「
庸
布
五
段
」

が
改
刻
に
よ
り
補
充
さ
れ
て
い
る
（
図
版
1
―
2
）。
明
暦
の
刊
記
を
持
た
な
い
。

④
徳
川
家
宣
旧
蔵
本　

四
八
巻
（
巻
七
・
八
欠
、
二
五
冊
）

清
原
賢
忠
の
跋
と
林
羅
山
の
跋
を
持
つ
。
清
原
賢
忠
の
跋
は
「
松
柏
堂
林
氏
時
元
」

と
改
刻
さ
れ
て
い
る
。「
清
原
」「
賢
忠
」
の
印
な
し
。
巻
五
の
3
祓
禊
条
「
伊
勢
」

の
下
に
「
斎
」、
17
鎮
野
宮
地
祭
の
「
調
布
一
段
」
の
下
に
「
庸
布
五
段
」
が
改
刻

に
よ
り
補
充
さ
れ
て
い
る
。
明
暦
の
刊
記
を
持
た
な
い
。

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
本
文
の
改
刻
、
跋
の
印
の
削
除
、
跋
の
本
文
の
改
刻
の
順
で

改
刻
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
①
②
③
④
の
順
で
刊
行
さ
れ
た
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
巻
一
三
を
含
む
五
〇
冊
本
で
、
徳
川
家
宣
旧
蔵
本
以
前
に
改
刻
さ
れ

て
い
な
い
賢
忠
の
跋
と
羅
山
の
跋
を
持
つ
本
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
さ
ら
に
賢
忠
の

跋
に
印
を
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
等
、
複
数
の
種
類
の
本
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
果
た
し
て
徳
川
家
宣
旧
蔵
本
を
慶
安
本
と
し
て
良
い
か
と
い
う
疑
問
が

生
じ
て
く
る
。
ま
た
巻
五
の
場
合
だ
け
見
て
も
、
本
文
に
改
刻
が
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
跋
や
刊
記
だ
け
で
で
は
な
く
、
全
体
を
通
し
て
本
文
の
改
刻
に
関
し

て
も
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
う
え
で
徳
川
家
宣
旧

蔵
本
が
慶
安
本
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
や
、
も
し
違
う
の
な
ら
ば
、
ど
の
本
が
慶
安

本
に
あ
た
る
の
か
等
を
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
以
上
よ
り
、
現
時
点

で
は
勢
多
家
旧
蔵
延
喜
式
は
ど
の
本
に
あ
た
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本

稿
で
は
徳
川
家
宣
旧
蔵
本
の
前
の
段
階
に
位
置
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
指
摘
に

と
ど
め
て
お
き
た
い
。

三
勢
多
家
歴
代
当
主
に
よ
る
校
訂

治
勝
に
つ
い
て
は
巻
五
以
降
（
後
補
の
巻
六
を
除
く
）
の
巻
末
に
署
名
が
見
え
る

が
、
彼
の
も
の
と
断
定
で
き
る
よ
う
な
書
き
込
み
は
見
え
な
い
。
ま
た
巻
三
八
と
巻

三
九
に
「
弾
正
少
忠
章
義
謹
校
」
と
あ
る
が
、「
章
義
」
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

十
一
月
に
改
名
し
た
章
純
の
子
で
あ
る
章
斐
（
一
七
六
一
～
一
八
二
五
）
の
こ
と
で

あ
る
（
（1
（

。
彼
の
署
名
は
こ
の
二
巻
の
み
で
、
章
斐
に
よ
る
と
思
し
き
書
き
込
み
が
若
干

見
え
る
（
（2
（

。
こ
れ
に
対
し
全
巻
に
わ
た
り
書
き
込
み
が
見
え
る
の
が
章
純
、
章
武
（
章

斐
の
子
、
一
七
九
二
～
一
八
五
八
）、
章
甫
（
章
武
の
子
）
の
も
の
で
あ
る
。

章
純
の
書
き
込
み
は
章
武
や
章
甫
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
寛
文
七
年
松
下
見
林

の
「
書
于
神
名
帳
後
」
は
彼
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
（
図
版
5
―
1
～
3
）。
こ
れ

は
本
来
な
ら
巻
一
〇
の
巻
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
勢
多
家
旧
蔵
延

喜
式
で
は
巻
五
〇
の
巻
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
巻
に
は
、

別
当
公
麗
卿
〔
滋
野
井
殿
〕
出
所
、
秘
二
蔵
于
其
家
府
一
之
校
正
本
賜
二
一
覧
、一

因
謹
加
二
校
訂
一
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　

中
原
章
純
（
印
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
（
図
版
5
―
3
）、
章
純
は
滋
野
井
公
麗
（
一
七
三
三
～
八
一
）
の
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本
を
用
い
て
校
訂
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
他
に
章
純
の
も
の
と
見
ら
れ
る
奥
書
が
巻
四
七
の
巻
末
に
、

此
延
喜
式
以
二
出
納
右
近
将
監
職
甫
家
蔵
之
古
本
〔
靖
庵
時
代
之
書
写
歟
〕、一

自
二
去
年
一
至
二
今
年
一
校
合
之
訓
点
以
レ
朱
直
付
了
、
雖
レ
然
猶
不
審
之
所
々
任

レ
本
者
也
、
但
件
本
兵
衛
式
以
後
紛
失
云
々
、
可
レ
惜
レ々
々
、

元
文
五
年
閏
七
月
十
一
日
五
雲
叟　

七
十
一
才

右
兵
衛
式
奥
書
也
、

と
あ
る（
図
版
4
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
奥
書
が
あ
っ
た
本
は
平
田
職
甫（
一
七
〇
九

～
四
八
）
の
「
古
本
」
で
校
訂
し
た
が
、
そ
の
本
は
兵
衛
式
か
ら
後
の
巻
は
紛
失
し

て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
平
田
家
の
本
は
「
靖
庵
」
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の

か
と
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
「
靖
庵
」
が
平
田
家
の
誰
に
あ
た
る
か
特
定
で
き
て

い
な
い
。
さ
て
問
題
は
こ
の
奥
書
が
ど
の
本
に
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
に
見
え
る「
五
雲
」は
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）に
七
一
歳
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

一
方
、
滋
野
井
公
麗
の
祖
父
で
あ
る
公
澄
（
一
六
七
〇
～
一
七
五
六
）
は
「
五
松
軒
」

と
号
し
て
お
り
〔『
国
書
人
名
辞
典
』
二
、
四
一
〇
頁
、（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）〕、

同
年
に
七
一
歳
で
あ
っ
た
。
両
者
は
年
齢
と
「
五
」
ま
で
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
一
の
人
物
で
あ
り
、
公
澄
の
号
を
知
ら
な
い
人
間
が
「
松
（
枩
）」
を
「
雲
」
と

誤
写
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
こ
れ
は
滋

野
井
家
本
に
あ
っ
た
公
澄
の
奥
書
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
滋
野
井
家
本
は
平
田
家
本

を
用
い
て
校
訂
し
た
こ
と
に
な
る
（
（2
（

。
な
お
巻
九
に
は
5
山
城
国
条
の
葛
野
郡
の
と
こ

ろ
に
「
公
澄
考
三
代
実
録
第
二
巻
貞
観
元
年
己
卯
正
月
廿
七
日
甲
申
京
畿
七
道
諸
神

進
階
及
新
叙
惣
二
六
七
社
ー
ー
ー
ー
山
城
国
ー
ー
ー
従
五
位
下
樺
井
月
読
神
木
島

天
照
御
魂
神
和
伎
神
並
正
五
位
下
」
と
公
澄
の
名
前
が
あ
る
押
紙
が
見
え
て
い
る

が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
滋
野
井
家
本
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

章
純
の
書
き
込
み
の
多
く
は
和
名
抄
、
元
秘
別
録
、
延
喜
式
の
他
巻
の
式
、
令
、

中
国
の
古
典
等
で
関
連
す
る
条
文
や
記
事
を
書
き
抜
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

章
純
が
直
接
抜
き
書
き
し
た
も
の
か
、
章
純
が
校
訂
に
用
い
た
本
に
拠
る
も
の
か
は

判
断
が
難
し
い
。
た
だ
し
校
訂
で
使
用
し
た
本
に
関
し
て
は
、
特
に
注
記
が
な
い
の

で
、
滋
野
井
家
本
一
本
に
よ
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
近
世
の
写
本
の
特
徴
で
あ
る
巻
一
三
と
巻
二
四

の
有
無
（
（2
（

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
両
者
と
も
に
章
純
に
よ
る
校
訂
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
滋
野
井
家
本
に
巻
一
三
と
巻
二
四
が
存
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
い
で
章
武
に
よ
る
校
訂
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
巻
五
〇
に
明
治

二
年
六
月
十
日
の
日
付
を
持
つ
章
甫
の
朱
筆
の
奥
書
が
あ
る
（
図
版
5
―
4
）。

件
一
部
往
年
先
考
以
二
寿
栄
朝
臣
一
恩
二
借
二
条
殿
古
本
一
而
被
レ
校
二
正
之
一
〔
標

○
本
乎
古
止
點
同
〕、亦
有
レ
別
以
下
出
雲
本
〔
標
出
〕
山
田
翁
本
〔
標
イ
或
校
本
〕

等
与
二
学
生
一
照
読
之
本
上
令
二
悉
移
一レ
点
、
此
本
聊
拠
二
史
典
一
書
加
畢
、

明
治
二
年
六
月
十
日　

大
判
事
兼
明
法
博
士
左
衛
門
大
尉
中
原
朝
臣

（
花
押
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
先
考
」（
章
武
）
は
「
寿
栄
」
の
斡
旋
に
よ
り
、「
二
条
殿
古
本
」

を
借
り
て
校
訂
を
行
っ
た
と
し
、
そ
の
校
訂
に
つ
い
て
は
「
○
本
」
と
標
す
る
と
と

も
に
、
乎
古
止
点
も
同
様
に
付
し
た
と
す
る
。
同
様
に
巻
五
の
表
紙
見
返
し
に
朱
筆

で
「
○
本
二
条
殿
御
本
〔
乎
古
止
點
亦
同
〕」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
章
甫
が
備
忘
の

た
め
に
注
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
こ
の
奥
書
に
見
え
る
「
寿
栄
」
は
沢
村
寿
栄
（
一
八
〇
八
～
？
）
の
こ
と
で

あ
る
。
沢
村
家
は
勢
多
家
同
様
に
検
非
違
使
の
家
系
で
（
（2
（

、
朝
廷
に
お
い
て
執
次
を
務

め
る
家
で
あ
り
（
（2
（

、
職
務
上
で
も
勢
多
家
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
寿

栄
に
関
し
て
は
、「
野
宮
定
功
日
記
」（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
、
函
架
番
号

野
―
7
）
天
保
十
三
年
八
月
二
日
条
に
、

未
許
、
東
園
大
夫
来
臨
即
相
伴
、
向
二
沢
村
出
雲
守
寿
栄
〔
検
非
違
使
也
〕
許
、一

勢
田
大
判
事
章
武
事
朝
臣
〔
同
検
非
違
使
也
、
当
時
有
二
識
達
之
聞
一
人
也
、〕、

平
田
権
少
外
記
中
原
職
孚
、
其
他
三
四
輩
同
在
レ
座
、
見
二
江
家
次
第
〔
第
一

巻
〕、一
黄
昏
帰
宅
、　　

と
あ
り
、
江
家
次
第
の
会
読
を
通
し
て
も
章
武
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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ま
た
こ
こ
で
章
武
は
定
功
（
一
八
一
五
～
八
一
）
に
「
当
時
有
二
識
達
之
聞
一
人
」

と
評
さ
れ
て
お
り
、
同
日
記
天
保
十
四
年
十
二
月
九
日
条
に
も
、
定
功
が
中
山
忠
能

（
一
八
〇
九
～
八
八
）
邸
で
東
坊
城
聡
長
（
一
七
九
九
～
一
八
六
一
）
や
章
武
と
類

聚
国
史
の
校
合
を
は
じ
め
た
記
事
が
見
え
、
こ
こ
で
も
定
功
は
章
武
の
こ
と
を
「
識

達
人
」
と
評
し
て
お
り
、
章
武
は
同
時
代
の
公
家
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
（
（2
（

。
佐
竹
朋
子
に
よ
れ
ば
、
寿
栄
の
も
と
で
の
勉
強
会
は
江
家
次
第
の
あ
と
、
令

義
解
、
北
山
抄
、
延
喜
式
と
続
い
た
と
し
て
い
る
の
で
（
（2
（

、
寿
栄
は
延
喜
式
に
関
す
る

情
報
に
詳
し
く
、
公
家
達
と
交
流
す
る
な
か
で
二
条
家
の
蔵
本
の
存
在
を
知
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
延
喜
式
の
勉
強
会
に
関
す
る
記
事
に
章
武
の
名
前
は
見
え
な

い
の
で
、
章
武
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
職
務
上
の
み

な
ら
ず
、
学
問
的
に
も
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
寿
栄
を
通
し
て
、
二
条
家
の
本
を
斡
旋

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

二
条
家
で
蔵
し
て
い
た
延
喜
式
は
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
い
か
な
る
本
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
条
家
本
の
書
き
込
み
は
巻
五
及
び
巻
七
以
降
の
す
べ
て

の
巻
に
見
ら
れ
る
の
で
、
巻
一
三
と
巻
二
四
を
備
え
た
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

が
、
巻
一
三
に
関
し
て
は
注
意
を
要
す
る
。

周
知
の
通
り
、
巻
一
三
は
九
条
家
本
を
書
写
し
た
尾
張
本
を
底
本
と
し
て
、
慶
安

の
改
刻
の
際
に
新
た
に
補
充
さ
れ
た
が
、
冒
頭
部
分
を
大
き
く
欠
い
て
い
る
。
勢
多

家
旧
蔵
本
で
は
二
条
家
本
（「
〇
本
校
」）
に
よ
る
復
原
案
や
章
甫
が
校
訂
に
用
い
た

山
田
以
文
の
校
訂
本
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
「
以
文
考
」「
以
文
按
」
と
い
っ
た
書

き
込
み
が
見
え
て
い
る
。

一
丁
目
冒
頭
に
「
〇
本
題
云
中
宮
大
舎
人
図
書
右
之
三
司
不
足
」「
〇
本
闕
新
写

補
之
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
〇
本
闕
新
写
補
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と

二
条
家
本
に
は
巻
一
三
が
欠
け
て
お
り
、
新
写
し
て
巻
一
三
を
加
え
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

内
題
部
分
は
朱
筆
で
「
元
日
御
薬
」
と
あ
り
、
本
文
に
あ
た
る
部
分
は
「
散
」
の

下
に
「
典
薬
寮
進
之
」、「
典
薬
一
人
」
の
下
に
「
奏
進
畢
」、「
舎
人
」
の
上
に
「
内
」、 

「
拝
礼
」
の
下
に
「
事
」、「
太
子
昇
自
」
の
下
「
東
階
朝
」
と
い
っ
た
復
原
案
が
記

さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
○
本
校
」
と
朱
筆
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
〇

本
校
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
写
し
た
巻
一
三
に
さ
ら
に
校
訂
に
よ
り
復
元
案
を
加

え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
本
文
の
復
原
案
と
同
じ
も
の
は
旧
版
国
史
大
系
の
「
一
本
」
の
他
、「
玉

簏
三
十
二
抄
」（
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
管
見
の
限
り
で

は
鈴
鹿
文
庫
本
、
庭
田
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
、
函
架
番
号
二
六
四

―
六
八
八
）
に
も
見
え
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
「
玉
簏
三
十
二
抄
」
は
井
上
頼
囶
（
一
八
三
九
～
一
九
一
四
）
が
蒐

集
し
た
史
料
の
う
ち
で
、「
流
布
版
本
を
底
本
と
し
て
、
校
訂
の
要
あ
る
行
の
み
を

原
位
置
を
保
っ
て
抜
き
書
き
し
、
こ
れ
に
一
本
に
よ
っ
て
所
要
の
改
訂
を
施
」
し
た

も
の
で
あ
る
（
（2
（

。
頼
圀
は
明
治
十
七
年
よ
り
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
ま
で
宮
内
省
図

書
寮
に
在
職
し
て
お
り
（
（2
（

、
同
時
期
に
章
甫
も
図
書
寮
に
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

（
明
治
十
九
年
～
同
二
十
六
年
）、
ま
た
両
者
は
『
古
事
類
苑
』
の
編
纂
に
も
関
わ
っ

て
い
た
。
こ
の
当
時
、
延
喜
式
を
含
む
式
部
職
移
管
本
は
式
部
職
に
蔵
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
頼
圀
は
「
玉
簏
三
十
二
抄
」
を
作
成
す
る
な
か
で
、
勢
多
家
旧
蔵
本
の

巻
一
三
の
存
在
を
知
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
を
比

べ
て
み
る
と
「
玉
簏
三
十
二
抄
」
に
は
「
此
条
虫
損
不
レ
可
二
強
解
一
」
の
書
き
込
み

が
あ
る
が
、
勢
多
家
旧
蔵
本
に
は
な
く
、
勢
多
家
旧
蔵
本
に
あ
る
校
訂
部
分
が
、「
玉

簏
三
十
二
抄
」
に
存
し
て
い
な
い
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
以
上
よ
り
「
玉
簏
三
十
二
抄
」

作
成
に
際
し
て
、
頼
圀
が
勢
多
家
旧
蔵
本
を
見
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、

「
此
条
虫
損
不
レ
可
二
強
解
一
」
の
文
言
が
見
え
て
い
る
鈴
鹿
文
庫
本
や
庭
田
家
本
の

冒
頭
以
外
の
校
訂
箇
所
も
「
玉
簏
三
十
二
抄
」
と
は
完
全
に
一
致
し
な
い
（
（2
（

。

二
条
家
本
に
よ
る
校
訂
を
見
て
い
く
と
、「
○
本
同
」
と
あ
る
箇
所
が
見
え
る

（
図
版
3
―
1
・
2
）。
章
武
に
よ
る
校
訂
で
「
同
」
と
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
巻

三
八
、
巻
三
九
以
外
は
章
純
の
校
訂
し
た
部
分
（
滋
野
井
家
本
）
と
み
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
二
条
家
本
と
滋
野
井
家
本
は
共
通
す
る
部
分
を
持
つ
本
で
あ
っ
た
こ
と
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が
う
か
が
え
る
。

二
条
家
本
で
注
目
し
た
い
の
が
壬
生
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
、
函

架
番
号
F
一
〇
―
二
八
七
）
と
の
関
係
で
あ
る
（
（3
（

。
壬
生
家
本
は
巻
一
か
ら
巻
八
ま
で

と
巻
一
三
の
九
巻
分
を
欠
き
、
巻
一
四
以
外
は
二
巻
で
一
冊
と
な
っ
て
お
り
、
二
一

冊
か
ら
な
る
が
、こ
れ
ら
各
冊
の
表
紙
に
は
「
共
廿
五
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

も
と
は
巻
一
三
を
欠
く
四
九
巻
、
二
五
冊
か
ら
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
（3
（

。
し
か
し

現
存
し
な
い
巻
一
か
ら
巻
八
の
う
ち
、
巻
五
の
途
中
（
56
神
嘗
祭
使
条
）
ま
で
は
清

岡
（
菅
原
）
長
親
（
一
七
七
二
～
一
八
二
一
）
が
校
訂
を
行
っ
た
鈴
鹿
文
庫
本
で
校

訂
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
特
徴
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
（3
（

。

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
勢
多
家
旧
蔵
本
に
は
短
冊
（
尺
）
草
の
書
き
込
み

が
見
え
て
い
る
巻
五
で
あ
る
。
以
下
に
掲
げ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
朱
筆
で
、

①
「
依
二
御
短
冊
一
新
加
イ
」（
5
忌
詞
条
）（
図
版
1
―
1
）

②
「
依
二
御
短
冊
一
准
二
斎
院
式
一
改
作
イ
」（
6
河
頭
祓
条
）

③
「
○
本
依
二
御
短
冊
一
以
上

宮
諸
門
立
二
賢
木
一
条
注
新
ニ
置
二
此
条
一
イ
ニ
」（
12

臨
時
祓
料
条
）

④
「
○
本
依
二
度
々
御
短
冊
一
如加
歟

二
別
当
一
イ
ニ
」（
15
別
当
以
下
員
条
）

⑤
「
新
嘗
会
及
向
二
度
会
宮
一
令
レ
依
二
御
短
冊
一
イ
○
本
」（
63
卜
庭
神
祭
祭
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
九
条
家
冊
子
本
（
西
田
長
男
旧
蔵
。『
九
条
家
旧
蔵
冊
子
本
延

喜
斎
宮
式
』（
國
學
院
大
学
神
道
史
学
会
、
一
九
七
八
年
））
に
見
え
る
短
尺
草
の
書

き
込
み
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
②
で
は
「
イ
」
が
「
イ
ニ
」、
③
で
は
「
短
冊
」
が
「
短

尺
」、「
如加
歟
別
当
」
が
「
加
別
当
」、
⑤
で
は
「
短
冊
」
が
「
短
尺
」
と
な
っ
て
い
る
（
（3
（

）。

そ
の
他
の
字
句
等
の
校
訂
に
よ
る
異
同
は
余
り
多
く
な
い
が
、
単
位
の「
枚
」と「
枝
」

に
関
し
て
一
致
し
な
い
部
分
が
目
立
ち
、
九
条
家
冊
子
本
で
傍
書
し
て
加
筆
し
て
い

る
部
分
が
二
条
家
本
で
は
存
し
て
い
な
い
箇
所
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
鈴
鹿
文
庫
本
に
見
え
る
壬
生
家
本
の
書
き
込
み
の
う
ち
、
短
冊
（
尺
）
に

つ
い
て
は
、①
か
ら
④
ま
で
一
致
す
る
（
③
は
「
短
冊
」
の
「
冊
」
が
「
尺
」
と
な
っ

て
お
り
、
九
条
家
冊
子
本
と
一
致
。
な
お
長
親
の
校
訂
は
⑤
の
部
分
に
至
る
前
で
中

断
し
て
い
る
）。
こ
の
他
の
二
条
家
本
に
よ
る
校
訂
部
分
と
鈴
鹿
文
庫
本
の
壬
生
家

本
に
よ
る
校
訂
部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
一
致
す
る
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
例
え

ば
17
鎮
野
宮
地
祭
条
で
「
雑
海
菜
各
」
と
す
る
書
き
込
み
が
二
条
家
本
に
は
な
い
の

に
対
し
て
、鈴
鹿
文
庫
本
で
は
「
祢
本
」
と
し
て
こ
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

壬
生
家
本
で
は
こ
の
文
言
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
様
に
21
野
宮
祓

清
料
条
、
26
大
祓
条
の
「
滑
海
藻
各
」、
29
野
宮
新
嘗
祭
条
の
「
滑
海
藻
」
も
二
条

家
本
に
は
な
い
と
す
る
が
、
鈴
鹿
文
庫
本
で
は
壬
生
家
本
の
書
き
込
み
が
な
い
。
ち

な
み
に
前
節
で
指
摘
し
た
巻
五
の
改
刻
の
部
分
に
関
し
て
は
、
3
祓
禊
条
「
伊
勢
」

の
下
の
「
斎
」
に
つ
い
て
は
、「
○
本
无
」
と
あ
る
の
で
、
二
条
家
本
に
は
無
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
鈴
鹿
文
庫
本
で
は
「
斎
」
を
加
え
た
箇
所
に
「
祢
校
本
」
と
あ
る

の
で
、
壬
生
本
で
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
「
校
本
」
に
よ
っ
て
「
斎
」
の
字
を
加
え
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
17
鎮
野
宮
地
祭
の
「
調
布
一
端
」
の
下
の
「
庸
布
五
段
」

に
関
し
て
は
、「
○
本
校
」
と
あ
る
の
で
、
二
条
家
本
で
は
こ
の
四
文
字
が
校
訂
に

よ
り
加
え
ら
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
鈴
鹿
文
庫
本
の
当
該
箇
所
に
壬
生
本

に
よ
る
書
き
込
み
が
見
え
な
い
の
で
、
壬
生
本
に
は
鈴
鹿
文
庫
本
同
様
に
「
庸
布
五

段
」
が
存
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
比
べ
て
み
た
い
の
は
巻
一
七
で
あ
る
。
集
英
社
本
の
校
異
補
注
に
よ
れ
ば

（
中
、
一
〇
八
六
頁
）、
巻
一
七
の
標
注
は
底
本
で
あ
る
土
御
門
家
本
に
な
く
、
井
上

頼
囶
旧
蔵
本
（
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
）
と
壬
生
家
本
に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

壬
生
家
本
は
井
上
頼
囶
旧
蔵
本
よ
り
さ
ら
に
六
箇
所
多
く
の
標
注
が
付
さ
れ
て
い

る
（
（3
（

。
一
方
、
勢
多
家
旧
蔵
本
に
も
標
注
が
見
え
て
い
る
の
で
、
両
者
の
標
注
に
つ
い

て
比
べ
て
み
た
い
。
壬
生
家
本
に
付
さ
れ
て
い
る
標
注
は
四
二
箇
所
で
あ
り
、
勢
多

家
旧
蔵
本
に
あ
る
標
注
は
三
四
箇
所
で
あ
る
。
勢
多
家
旧
蔵
本
の
標
注
の
内
訳
は
章

純
に
よ
る
も
の
が
一
九
箇
所
、
二
条
家
本
に
よ
る
も
の
が
一
八
箇
所
あ
り
、
三
箇
所

に
は
章
純
に
よ
る
標
注
に
「
〇
本
同
」
と
い
う
よ
う
に
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
部
分
は
両
方
の
本
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（3
（

。
た
だ
し
壬
生
家
本
に
は
な
く

勢
多
家
旧
蔵
本
の
み
に
見
え
る
標
注
は
な
い
。
本
文
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
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勢
多
家
旧
蔵
本
と
壬
生
家
本
は
同
じ
部
分
が
多
く
見
え
る
も
の
の
、
例
え
ば
33
賀
茂

装
束
条
に
お
け
る
「
銀
箸
台
二
口
料
」
の
「
功
」
に
お
い
て
、「
中
功
十
人
」
の
上

に
二
条
家
本
で
は
「
中
功
八
人
」
が
竄
入
し
て
い
る
（
土
御
門
家
本
も
同
じ
）
の
に

対
し
、
壬
生
家
本
に
は
そ
う
し
た
語
句
は
見
え
な
い
等
、
字
句
の
異
同
が
見
え
る
他
、

改
行
等
体
裁
に
関
し
て
は
や
や
異
な
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
二
条
家
本
と
壬
生
家
本
で
巻
五
の
短
冊
（
尺
）
や
巻
一
七
の
標
注
を

中
心
に
両
者
を
比
べ
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
れ
ら
は
特
徴
的
な
書
き
込
み
を
は

じ
め
と
し
て
、
共
通
す
る
箇
所
は
あ
る
も
の
の
、
細
か
い
部
分
で
異
な
る
部
分
が
見

ら
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
両
者
は
大
変
近
い
関
係
と
は
い
い
が
た
い
よ
う
で
あ
る
が
、

同
じ
系
統
か
、
も
し
く
は
同
じ
系
統
の
本
を
校
訂
に
用
い
て
い
る
可
能
性
は
考
え
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
思
わ
れ
る
。

最
後
に
章
甫
に
よ
る
校
訂
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
巻
一
か
ら
巻
五

に
は
藍
筆
に
よ
る
校
訂
が
見
え
て
お
り
（
図
版
1
―
1
・
2
）、
こ
れ
と
同
じ
藍
筆
で

巻
一
の
一
丁
目
に
「
一
条
殿
古
巻
无
二
此
条
一
」
と
あ
り
、
同
巻
の
奥
書
に
「
安
政

五
年
十
一
月
十
八
日
以
二
古
巻
一
校
訂
之
、
加
二
頭
書
并
乎
古
止
點
一
畢
、
大
判
事
（
花

押
）」
と
あ
る
。
さ
ら
に
巻
五
の
巻
末
に
も
「
文
久
元
年
三
月
三
十
日
以
二
古
写
本
一 

一
校
畢
、
明
法
博
士
中
原（
花
押
）」（
藍
筆
）が
見
え
て
い
る
。
安
政
五
年（
一
八
五
八
）

正
月
に
章
武
が
亡
く
な
り
、
章
甫
は
同
年
の
正
月
に
明
法
博
士
に
任
じ
ら
れ
、
三
月

に
大
判
事
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（3
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
巻
一
、
巻
五
の
奥
書
に
見
え

る
「
大
判
事
」「
明
法
博
士
」
は
章
甫
の
こ
と
で
あ
り
、
藍
筆
も
章
甫
に
よ
る
校
訂

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
書
写
さ
れ
た
巻
一
、
巻
四
、
巻
六
は
「
甫
考
」
と
あ

る
章
甫
の
説
や
藍
筆
、
そ
し
て
後
述
す
る
山
田
以
文
校
訂
本
に
よ
る
書
き
込
み
が
ほ

と
ん
で
、
章
武
以
前
の
当
主
に
よ
る
も
の
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
書
写

し
た
の
も
章
甫
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
巻
二
・
三
に
関
し
て
も
、
同
様
に
章
武
以
前

の
当
主
の
書
き
込
み
や
治
勝
の
署
名
等
も
な
く
、
章
甫
に
よ
る
も
の
し
か
見
え
な
い

こ
と
、
蔵
書
印
も
章
甫
の
も
の
と
み
ら
れ
る
「
勢
多
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ

と
よ
り
、
章
甫
に
よ
り
後
補
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
（3
（

。

「
一
条
殿
古
本
」
は
一
条
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
本
と
み
ら
れ
、
巻
一
と
巻
五
の

奥
書
よ
り
章
甫
は
少
な
く
と
も
安
政
五
年
十
一
月
十
八
日
以
前
か
ら
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
三
月
三
十
日
あ
た
り
ま
で
、一
条
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
延
喜
式
の
「
古

巻
」
を
用
い
て
校
訂
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
条
家
の
延
喜
式
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
戦
災
で
焼
失
し
た
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で

の
本
で
あ
る
（
以
下
、
一
条
家
巻
子
本
と
称
す
る
（
（3
（

）。
こ
の
本
は
現
存
し
な
い
も
の

の
、
巻
四
・
巻
五
に
関
し
て
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
神
宮
司
庁
で
コ
ロ
タ
イ

プ
複
製
が
作
成
さ
れ
て
お
り
（『
延
喜
式
伊
勢
大
神
宮
斎
宮
』）、
ま
た
そ
れ
以
前
に

「
忠
実
な
影
写
本
」
が
作
成
さ
れ
、
現
在
、
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
に
蔵
さ
れ
て

い
る
（
（3
（

。
そ
こ
で
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
が
あ
る
巻
四
・
巻
五
と
勢
多
家
旧
蔵
本
の
藍
筆
の

書
き
込
み
を
比
べ
て
み
る
と
、
体
裁
や
字
句
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
勢
多
家
旧
蔵
本
で
校
訂
に
用
い
て
い
る
「
一
条
殿
古
本
」
は
一
条
家
巻
子
本
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
一
条
家
巻
子
本
で
は
巻
五
37
野
宮
年
料
供
物
条
に

お
け
る
「
望
陀
布
一
端
」
以
下
「
調
布
七
端
九
尺
」
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
先
に
紹

介
し
た
二
条
家
本
で
は
こ
の
部
分
に
特
に
注
記
が
な
い
の
で
、
二
条
家
本
に
は
こ
の

部
分
が
存
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
一
条
家
巻
子
本
で
傍
書
し
て
加
筆
し

た
部
分
が
二
条
家
本
に
は
見
え
な
い
な
ど
、
一
条
家
巻
子
本
と
二
条
家
本
に
は
少
な

か
ら
ず
異
同
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

神
習
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
一
条
家
巻
子
本
の
影
写
本
は
同
文
庫
で
は
勢
多
本
と

さ
れ
て
い
る
。
神
習
文
庫
に
は
勢
多
本
と
称
さ
れ
る
本
の
他
に
も
、
勢
多
家
歴
代
当

主
や
勢
多
家
関
係
の
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
勢
多
家
旧

蔵
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
延
喜
式
の
影
写
本
も
勢
多
家
旧
蔵
で
あ
っ
た
と

み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
影
写
本
上
冊
末
尾
に
「
一
条
公
爵
家
所
蔵
元
弘
年
中
写
本

之
影
写
」
と
あ
る
。「
一
条
公
爵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
奥
書
部

分
は
明
治
の
も
の
で
あ
る
（
（4
（

。
書
写
も
同
じ
く
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ま
た
同
奥
書
に
一
条
家
巻
子
本
の
書

写
時
期
を
「
元
弘
年
中
写
本
」
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
（
（4
（

。
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勢
多
家
と
一
条
家
の
関
係
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら

な
い
が
、
同
じ
く
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
勢
多
家
旧
蔵
図
書

の
う
ち
の
続
日
本
後
紀
（
函
架
番
号
二
七
三
―
一
二
二
）
も
一
条
家
本
で
校
訂
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
勢
多
家
で
は
一
条
家
の
蔵
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
関
係
は
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

章
甫
は
こ
の
他
に
二
条
家
本
の
校
訂
の
と
こ
ろ
で
掲
げ
た
明
治
二
年
六
月
十
日
の

日
付
を
持
つ
奥
書
で
、「
出
雲
本
」
と
「
山
田
翁
本
」
を
「
学
生
」
と
「
照
読
」
し

た
本
の
「
点
」
を
転
記
し
た
と
し
、
そ
の
本
に
は
聊
か
「
史
典
」
に
よ
っ
て
加
筆

し
た
と
す
る
（
（4
（

。「
出
雲
本
」
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
松
江
藩
か
ら
刊
行
さ

れ
た
版
本
（
雲
州
本
）
の
こ
と
で
あ
り
、
茶
筆
で
「
出
」
の
注
記
が
あ
る
書
き
込
み

が
見
ら
れ
る
（
図
版
3
―
2
）。
一
方
、「
山
田
翁
本
」
は
山
田
以
文
（
一
七
六
一
～

一
八
三
五
）
に
よ
る
書
き
込
み
の
あ
る
本
と
み
ら
れ
る
が
、
巻
五
〇
に
は
さ
ら
に
以

下
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
（
図
版
5
―
4
）。

　

 

同
（
明
治
二
）年
十
月
十
日
借
二
以
文
翁
手
沢
之
本
一
書
入
了
、
其
奥
書
云
、

　

 

享
和
三
年
五
月
於
二
東
京
極
梨
陰
蝸
舎
一
重
校
訖
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

吉
田
社
公
文
所　

藤
原
以
文

               　
　

対
校　

御
厨
子
所
宗
孝　

隼
人
佑
源
武
貞

寛
政
二
年
五
月
申
二
請　

京
極
宮
御
本
一
与
二
積
興
宿
祢
等
庭
朝
臣
宗
孝
等
一
校

正
了
、
原
本
古
写
本
殊
勝
之
書
校
合
中
称
二
京
御
本
一
是
也
、
其
後
与
二
経
亮
一

校
合
訖
、
此
時
原
本
日
野
殿
旧
蔵
写
本
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
文

こ
れ
に
よ
れ
ば
明
治
二
年
十
月
に
「
以
文
翁
手
沢
之
本
」
の
書
き
込
み
を
書
き
入

れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
本
の
奥
書
を
こ
こ
に
書
き
写
し
て
い
る
。
こ
の
奥
書

に
見
え
る
「
武
貞
」
は
土
山
武
貞
（
一
七
八
一
～
一
八
二
七
）、「
宗
孝
」
は
高
橋

宗
孝
（
一
七
六
二
～
一
八
一
五
）、「
積
興
宿
祢
」
は
尾
崎
積
興
（
一
七
四
七
～

一
八
二
七
）、「
等
庭
朝
臣
」
は
浜
嶋
等
庭
（
一
七
四
七
～
一
八
二
一
）、「
経
亮
」
は

橋
本
経
亮
（
一
七
五
五
～
一
八
〇
五
）
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
奥
書
か
ら
山
田
以
文
が

「
京
極
宮
御
本
」
や
「
日
野
殿
旧
蔵
写
本
」
を
校
訂
に
使
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
興
味
深
い
が
、
山
田
以
文
の
校
訂
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
は
任
が
重
く
、
ま
た
本

稿
の
目
的
か
ら
か
ら
や
や
離
れ
る
の
で
、こ
れ
ら
の
奥
書
の
紹
介
の
み
に
留
め
た
い
。

た
だ
し
こ
の
奥
書
で
注
目
す
べ
き
人
物
と
し
て
土
山
武
貞
を
名
前
を
掲
げ
て
お
き
た

い
（
（4
（

。
土
山
家
は
勢
多
家
と
同
様
に
朝
廷
に
お
い
て
執
次
を
務
め
る
家
柄
で
あ
り
、
武

貞
の
父
で
あ
る
武
辰
（
一
七
五
九
～
一
八
二
七
）
は
勢
多
章
純
と
と
も
に
寛
政
度
内

裏
造
営
の
際
に
御
指
図
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
活
躍
し
て
い
る
（
（4
（

。
こ
の
よ
う
に
勢
多
家

の
他
に
も
執
次
を
務
め
る
沢
田
家
や
土
山
家
で
も
延
喜
式
の
校
訂
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

む
す
び

こ
れ
ま
で
勢
多
家
旧
蔵
本
延
喜
式
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
当
本
は
版
本
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
ず
ど
の
時
期
の

版
本
で
あ
る
か
が
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
本
文
や
跋
文
の

改
刻
を
丹
念
に
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
も
う
少
し
版
本
の
刊
行
の
状
況
が
明
ら
か

に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

次
い
で
校
訂
者
で
あ
る
が
、
当
本
に
は
治
勝
よ
り
章
甫
迄
の
勢
多
家
当
主
の
書
き

入
れ
等
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
章
純
は
滋
野
井
家
本
、
章
武
は
二
条
家
本
、
章
甫

は
一
条
家
巻
子
本
と
山
田
以
文
校
訂
本
を
中
心
に
校
訂
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち

滋
野
井
本
家
と
二
条
家
本
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
本
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
版
本
の
校
訂
か
ら
、
不
十
分
で
は
あ
る
も
の
の
、
他
の
本
と
の
共
通
点
な
ど
を 

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
二
条
家
本
に
は
巻
五
の
短
冊
、
巻
一
七
の
標
注 

等
、
興
味
深
い
書
き
込
み
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
比
較
検
討
が
可

能
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
勢
多
家
旧
蔵
延
喜
式
は
勢
多
家
歴
代
当
主
が
諸
家
の
本
で
校
訂
を

行
っ
た
貴
重
な
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ

る
（
（4
（

。
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註（
1
）
「
延
喜
式
写
本
に
つ
い
て
の
覚
書
」〔『
延
喜
式
研
究
』
一
四
、
一
九
九
八
年
〕。

（
2
）
「『
延
喜
式
』
写
本
系
統
の
基
礎
的
研
究
―
巻
五
を
中
心
に
」〔『
日
本
古
代
史
の
方
法
と
意
義
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）〕、『
延
喜
式
』
土
御
門
本
と
近
衛
本
の
検
討
―
巻
五
を
中
心
に
―
」

〔『
史
料
・
史
跡
と
古
代
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）〕。

（
3
）
下
條
正
男
「
立
野
春
節
と
延
喜
式
雕
板
」〔『
史
学
研
究
集
録
』
六
、
一
九
八
一
年
〕、
早
川

万
年
「
延
喜
式
の
版
本
に
つ
い
て
」〔『
延
喜
式
研
究
』
一
、
一
九
八
八
年
〕、大
日
方
克
己
「
雲

州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎
」〔『
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
社
会
文
化
学
科
編
社
会
文

化
論
集
』
一
一
、
二
〇
一
五
年
〕。

（
4
）
利
光
三
津
夫
「
法
家
「
勢
多
」「
町
口
」
両
氏
に
つ
い
て
の
覚
書
」〔『
神
道
大
系
月
報
』

六
四
、一
九
八
七
年
〕。

（
5
）
平
井
誠
二
「『
下
橋
敬
長
談
話
筆
記
』
―
翻
刻
と
解
題
―
（
三
）」〔『
大
倉
山
論
集
』

四
八
、
二
〇
〇
二
年
〕、同
「
下
橋
敬
長
の
各
種
談
話
記
録
―
翻
刻
と
解
題
―
」〔『
大
倉
山
論
集
』

五
一
、
二
〇
〇
五
年
〕。

（
6
）
羽
倉
敬
尚
「
解
説
」〔『
幕
末
の
宮
廷
』
所
収
（
平
凡
社
、一
九
七
九
年
、一
九
六
五
年
初
出
）〕。

（
7
）
平
井
誠
二
前
掲
註
（
5
）「
下
橋
敬
長
の
各
種
談
話
記
録
―
翻
刻
と
解
題
―
」。
章
斐
は
「
長

橋
雑
記
」
を
、
章
武
も
「
長
橋
殿
雑
記
」
を
遺
し
て
い
る
。

（
8
）
吉
田
通
子
「『
勢
多
旧
記
』『
勢
多
章
甫
氏
雑
録
』
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」〔『
法
学
研
究
』

六
二
―
五
、
一
九
八
九
年
〕。

（
9
）
「
大
正
七
年
図
書
録
」
第
四
号
〔
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
蔵
〕。

（
10
）
「
勢
多
章
甫
と
勢
多
家
関
係
図
書
」〔『
書
陵
部
紀
要
』
六
九
、
二
〇
一
八
年
〕。

（
11
）
「
明
治
十
六
年
図
書
録
」
第
二
号
〔
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
蔵
〕。

（
12
）
相
曽
貴
志
「「
式
部
寮
記
録
」
と
宮
内
省
式
部
寮
の
成
立
」〔『
史
潮
』
新
六
三
、
二
〇
〇
八

年
〕。

（
13
）
『
図
書
寮
叢
刊
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』
上
、
一
一
八
～
九
頁
〔
宮
内
庁
、
一
九
九
六
年
〕。

（
14
）
『
地
下
家
伝
』
九
、
四
一
四
頁
〔
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
〕。

（
15
）
虎
尾
俊
哉
解
説
〔『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
上
、
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
〕。

（
16
）
虎
尾
前
掲
註
（
15
）
解
説
。

（
17
）
早
川
前
掲
註
（
3
）
論
文
。

（
18
）
こ
の
本
は
「
官
庫
書
籍
目
録
」〔
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
〕
の
六
冊
目
の
「
桜
田
御
文
庫
御
書

物
目
録
」
に
見
え
る
「
延
喜
式
廿
六
」
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
臼
井
和
樹
「
図
書

寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
目
録
（
一
）」〔『
書
陵
部
紀
要
』
六
八
、
二
〇
一
七
年
〕）、
延
喜
式
は
桜

田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
桜
田
文
庫
は
徳
川
家
宣
の
蔵
書
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
（
福
井
保
〔『
紅
葉
山
文
庫
』
四
〇
～
四
二
頁
、
郷
学
舎
、
一
九
八
〇
年
〕）、

本
稿
で
は
こ
の
延
喜
式
を
「
徳
川
家
宣
旧
蔵
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
徳
川
家
宣

旧
蔵
本
の
う
ち
現
存
し
な
い
巻
七
・
八
は
明
治
六
年
の
皇
居
火
災
で
焼
失
し
た
（
福
井
保
「
明

治
六
年
秘
閣
焼
失
書
目
」〔『
北
の
丸
』
七
、
一
九
七
六
年
〕）。

（
19
）
『
地
下
家
伝
』
九
、
四
一
七
頁
。

（
20
）
巻
三
八
、
巻
三
九
に
や
や
薄
い
墨
に
よ
る
校
訂
が
散
見
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
章
純
の
も
の
と

比
し
て
墨
の
濃
さ
や
筆
跡
が
異
な
る
の
で
、
章
斐
に
よ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
校
訂
の

根
拠
に
な
っ
て
い
る
文
献
や
諸
本
等
の
注
記
は
見
え
な
い
。

（
21
）
巻
三
七
の
冒
頭
に
は
章
純
に
よ
る
「
以
下
点
之
分
イ
本
注
非
二
式
文
一
也
、
出
納
所
持
之
古

本
ナ
シ
、
傍
書
也
」
と
あ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
「
出
納
所
持
之
古
本
」
は
平
田
家
本
と

み
ら
れ
る
が
、
滋
野
井
公
澄
が
校
訂
に
こ
の
本
を
用
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
書
き
込
み
は

滋
野
井
家
本
に
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）
虎
尾
前
掲
註
（
1
）
論
文
。

（
23
）
『
地
下
家
伝
』
九
、
四
四
七
～
四
四
八
頁
。

（
24
）
下
橋
敬
長
『
幕
末
の
宮
廷
』
一
五
三
～
一
五
五
頁
〔
一
九
七
九
年
、
平
凡
社
〕。

（
25
）
相
曽
前
掲
註
（
10
）
論
文
。

（
26
）
「
学
習
院
学
問
所
設
立
の
歴
史
的
意
義
」〔『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
研
究
科
研
究
紀
要
』
史

学
編
二
、
二
〇
〇
三
年
〕。

（
27
）
虎
尾
前
掲
註
（
15
）
解
説
。

（
28
）
「
図
書
寮
史
料
」
二
ノ
上
〔
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
蔵
〕。

（
29
）
頼
圀
の
没
後
ま
も
な
く
に
刊
行
さ
れ
た
図
書
寮
の
図
書
目
録
で
あ
る『
帝
室
和
漢
図
書
目
録
』

〔
宮
内
省
図
書
寮
、
一
九
一
六
年
〕
に
見
え
る
大
正
五
年
当
時
図
書
寮
で
蔵
し
て
い
た
と
み
ら

れ
る
延
喜
式
の
巻
一
三
の
冒
頭
部
分
を
見
て
み
る
と
、「
此
条
虫
損
不
レ
可
二
強
解
一
」
と
い
う

注
記
を
持
ち
、
欠
損
部
分
を
補
訂
し
て
い
る
本
は
な
い
。
ち
な
み
に
庭
田
家
の
蔵
書
は
昭
和

十
四
年
に
図
書
寮
に
献
納
さ
れ
た
〔『
書
陵
部
紀
要
』
一
、
一
九
五
一
年
〕
の
で
、
頼
圀
の
在

職
中
に
は
図
書
寮
に
架
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

（
30
）
図
書
寮
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
勢
多
家
旧
蔵
図
書
の
う
ち
、
文
政
年
間
に
章
武
が
壬
生
以
寧

本
で
令
集
解
（
函
架
番
号
一
七
一
―
二
八
五
）
を
、
ま
た
嘉
永
七
年
、
安
政
五
年
に
章
甫
が
内

裏
式
（
函
架
番
号
一
七
三
―
一
三
九
）
を
「
祢
本
」（
壬
生
家
本
）
で
そ
れ
ぞ
れ
校
訂
し
て
い

る
な
ど
（
相
曽
前
掲
註
（
10
）
論
文
）、
勢
多
家
と
壬
生
家
と
の
交
流
は
う
か
が
え
る
も
の
の
、

延
喜
式
に
関
し
て
は
壬
生
家
本
に
よ
っ
て
校
訂
を
し
た
と
い
う
よ
う
な
注
記
等
は
な
い
。

（
31
）
相
曽
貴
志
「
壬
生
本
延
喜
式
に
つ
い
て
」〔『
延
喜
式
研
究
』
一
〇
、
一
九
九
五
年
〕。

（
32
）
長
親
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
十
一
月
三
日
（
巻
一
）
か
ら
十
二
月

四
日
（
巻
四
）
ま
で
「
小
槻
以
寧
宿
祢
所
蔵
古
写
本
」（
巻
一
奥
書
）
で
校
訂
し
た
と
す
る
。

そ
の
後
校
訂
は
続
け
ら
れ
、
巻
五
に
関
し
て
は
巻
末
ま
で
校
訂
が
終
わ
っ
た
後
に
奥
書
を
書
く

つ
も
り
だ
っ
た
も
の
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
最
後
ま
で
校
訂
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
に
奥
書
が

書
か
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
33
）
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
京
都
博
物
館
旧
蔵
本
に
も
短
冊
（
尺
）
の
書
き
入
れ
が
あ
る
（
小
倉
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前
掲
註
（
2
）〔『
延
喜
式
』
写
本
系
統
の
基
礎
的
研
究
―
巻
五
を
中
心
に
〕）。

（
34
）
相
曽
前
掲
註
（
31
）
論
文
。

（
35
）
こ
の
う
ち
7
朱
漆
器
条
の
「
台
盤
一
面
」〔
集
英
社
本
中
三
九
〇
頁
一
一
行
目
〕
に
「
弘
」

と
あ
る
が
、
壬
生
本
と
勢
多
家
旧
蔵
本
に
は
さ
ら
に
「
台
盤
一
面
〔
長
四
尺
、
広
三
尺
二
寸
五

分
〕
料
」
の
「
料
」
の
と
こ
ろ
に
「
弘
」
と
あ
り
（
図
版
2
）、
集
英
社
本
で
は
こ
の
標
注
が

落
ち
て
い
る
。

（
36
）
相
曽
前
掲
註
（
10
）
論
文
。

（
37
）
巻
三
の
二
七
丁
ウ
ラ
に
「
武
箋
」
と
あ
る
押
紙
が
あ
り
、
北
山
抄
を
引
用
し
て
い
る
。「
武

箋
」
は
章
武
の
付
「
箋
」
と
み
ら
れ
る
が
、
章
武
の
場
合
、
他
の
箇
所
で
は
「
武
按
」
と
い
う

表
現
を
使
っ
て
お
り
、「
武
箋
」
と
す
る
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
自
ら
章
「
武
」

の
「
箋
」
に
よ
る
と
い
う
表
現
は
使
わ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
見
え

る
「
武
箋
」
は
章
甫
が
章
武
の
付
「
箋
」
を
転
記
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
38
）
一
条
家
に
は
こ
の
他
に
「
一
条
家
別
本
」
と
さ
れ
た
冊
子
本
が
存
し
て
い
た
（
虎
尾
前
掲

（
15
）
解
説
）。
そ
の
本
と
い
か
な
る
関
係
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
鈴
鹿
文
庫
本
巻
一
一
の

奥
書
に
は
文
政
三
年
十
月
に
「
一
条
殿
写
本
」、
巻
一
二
の
奥
書
に
も
同
年
同
月
に
「
桃
花
」

本
で
校
訂
を
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

（
39
）
虎
尾
前
掲
註
（
15
）
解
説
。

（
40
）
明
治
十
七
年
七
月
七
日
に
一
条
実
輝（
一
八
六
六
～
一
九
二
四
）に
公
爵
が
授
け
ら
れ
た（『
明

治
天
皇
紀
』
六
、
明
治
十
七
年
七
月
七
日
条
〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
〕）。
ま
た
先
に
紹

介
し
た
「
玉
簏
三
十
二
抄
」
と
こ
の
一
条
家
本
の
影
写
本
は
同
じ
料
紙
に
よ
る
表
紙
が
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
影
写
本
の
表
紙
は
少
な
く
と
も
勢
多
家
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
分
か
る
。

（
41
）
虎
尾
前
掲
註
（
1
）
論
文
。

（
42
）
無
窮
会
神
習
文
庫
に
勢
多
章
甫
校
の
17
冊
本
が
あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
、
下
條
は
賢
忠

の
跋
に
改
刻
が
な
く
、「
清
原
」「
賢
忠
」
の
印
が
見
え
る
と
し
て
い
る
の
で
（
下
條
前
掲
註

（
3
）
論
文
）、
本
稿
で
扱
っ
た
鈴
鹿
文
庫
本
や
松
岡
家
本
と
同
様
な
時
期
の
版
本
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
書
陵
部
蔵
の
勢
多
家
旧
蔵
本
と
比
較
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、

現
在
、
無
窮
会
が
改
装
工
事
の
た
め
閲
覧
が
出
来
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
検
討
に
関
し
て
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
43
）
「
地
下
家
伝
」
一
六
、
八
一
二
頁
。

（
44
）
相
曽
前
掲
註
（
10
）
論
文
。

（
宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
審
査
終
了
）
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